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国際通貨基金(IMF)アジア太平洋地域事務

概要概要概要概要

 国際通貨基金（国際通貨基金（IMFIMF）とは）とは

 IMFIMFとスタッフとスタッフ

 採用について採用について



IMFIMFとはとはIMFIMFとはとは

19451945年に設立された国連の専門機関年に設立された国連の専門機関19451945年に設立された国連の専門機関年に設立された国連の専門機関

設立の背景設立の背景設立の背景：設立の背景：

19441944年年77月月にニューハンプシャーにニューハンプシャー州州ブレトンウブレトンウ

ズズッズでッズで開催開催されたされた国際連合国際連合のの会議会議にてそのにてその設立設立
がが提案提案されたされた。。会議会議にに出席出席したした4545カカ国国のの政府政府
代表代表 年代年代 世 恐慌世 恐慌 とな たとな た代表代表はは、、19301930年代年代のの世界恐慌世界恐慌のの原因原因となったとなった

通貨切通貨切りり下下げげ競争競争によるによる悪循環悪循環をを繰繰りり返返さないさない
ようよう、、経済協力経済協力のの枠組枠組みのみの構築構築をを目指目指したした。。

IMFIMFの概要の概要IMFIMFの概要の概要

 加盟国数：加盟国数：187187カカ国国

本部 ワシントン本部 ワシントンDCDC 本部：ワシントン本部：ワシントンDCDC

 専務理事：クリスティーン･ラガルド専務理事：クリスティーン･ラガルド

 職員数：職員数：141141カ国より約カ国より約2,5002,500名名

 財源：クオータ（出資割当額）財源：クオータ（出資割当額） 総計総計3 2803 280億ドル億ドル 財源：クオ タ（出資割当額）財源：クオ タ（出資割当額） 総計総計3,2803,280億ドル億ドル



IMFIMFの本部（ワシントンの本部（ワシントンDCDC））IMFIMFの本部（ワシントンの本部（ワシントンDCDC））

IMF マネジメント

専務理事はスタッフの
トップに位置するとと
もに理事会の議長も
勤める勤める

専務理事専務理事
Christine Lagarde

筆頭副専務 副専務理事 副専務理事 副専務理事筆頭副専務
理事

David Lipton

副専務理事
Nemat Shafik

副専務理事
Naoyuki Shinohara

副専務理事
Min Zhu
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IMFIMFの役割（の役割（IMFIMF協定）協定）IMFIMFの役割（の役割（IMFIMF協定）協定）

 国際的通貨協力の推進

国際貿易の拡大とバラ の取れた成長促進 国際貿易の拡大とバランスの取れた成長促進

 為替安定の促進 為替安定の促進

 多国間決済システム確立の支援

際 国際収支上の困難に陥っている加盟国への

（適切なセーフガードを伴う）財源提供（適切なセ フガ ドを伴う）財源提供

IMFIMFの主な業務の主な業務IMFIMFの主な業務の主な業務

サ ベイランスサ ベイランス サーベイランスサーベイランス

加盟国の経済状況、政策のチェックを通じた加盟国の経済状況、政策のチェックを通じた

個別国のマクロ政策、為替政策の審査個別国のマクロ政策、為替政策の審査

融資融資融資融資

 国際収支が困難になった国に対する支援国際収支が困難になった国に対する支援

技術協力（技術協力（Technical Assistance)Technical Assistance)
財政金融政策の執行のための途上国の能力強化財政金融政策の執行のための途上国の能力強化財政金融政策の執行のための途上国の能力強化財政金融政策の執行のための途上国の能力強化

を目的とした知的支援を目的とした知的支援



IMFIMFの加盟国の推移の加盟国の推移IMFIMFの加盟国の推移の加盟国の推移
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IMFIMFとスタッフとスタッフ

 本部 米国ワシントン本部 米国ワシントンD CD C

IMFIMFとスタッフとスタッフ

 本部：米国ワシントン本部：米国ワシントンD.CD.C..
地域事務所（パリ、東京）、地域事務所（パリ、東京）、 駐在駐在事務所事務所、、
研修研修センタセンタ 等等研修研修センターセンター等等

 スタ フ 約スタ フ 約2 5002 500名名（半数以上がエコノミスト）（半数以上がエコノミスト） スタッフ：約スタッフ：約2,5002,500名名（半数以上がエコノミスト）（半数以上がエコノミスト）

その他：広報、施設管理、財務会計、法務、通訳･その他：広報、施設管理、財務会計、法務、通訳･
翻訳 人事翻訳 人事 ITIT 資料室 事務 セキ リティなど資料室 事務 セキ リティなど翻訳、人事、翻訳、人事、 ITIT、、資料室、事務、セキュリティなど資料室、事務、セキュリティなど

 出身国出身国 141141カ国カ国 出身国：出身国：141141カ国カ国

 多様性多様性と専門性をと専門性を重視重視 多様性多様性と専門性をと専門性を重視重視

IMFIMF職員職員のの出身国出身国
20092009年年（（2,4022,402名名））
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IMFIMFスタッフのスタッフの構成構成 I.I.構成構成

サポート
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職員数 2,347（2009年9月1日現在）

IMFIMFスタッフのスタッフの構成構成 II.II.構成構成
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IMFのダーバーシティ:IMFのダーバーシティ:

プロフェッショナルスタッフとマネジメントレベル（2009年9月1日現在）



採用採用
長期：長期：

採用採用

 エコノミストエコノミスト プログラムプログラム (EP)(EP)
 ミッドキャリアミッドキャリア エコノミスト（経験者）エコノミスト（経験者） ミッドキャリアミッドキャリア エコノミスト（経験者）エコノミスト（経験者）
 プロフェッショナルプロフェッショナル（（中途採用中途採用））
人事人事 広報広報 ITIT 経理経理 通訳通訳 翻訳翻訳などなど  人事人事、、広報広報、、IT, IT, 経理経理、、通訳通訳・・翻訳翻訳などなど

短期短期：：
サ シ タサ シ タ プ グ ムプ グ ム リサーチアシスタントリサーチアシスタント プログラムプログラム (RAP)(RAP)

 ファンドインターンシップファンドインターンシップ プログラムプログラム (FIP)(FIP)( )( )

IMFIMF採用ページ：採用ページ：
http://www.imf.org/external/np/adm/rec/recruit.htmhttp://www.imf.org/external/np/adm/rec/recruit.htm

エコノミストエコノミスト プログラムプログラム(EP)(EP)エコノミストエコノミスト プログラムプログラム(EP)(EP)

応募資格応募資格
 3434歳以下歳以下（（採用時採用時）） 3434歳以下歳以下（（採用時採用時））

マクロマクロ経済経済、、国際金融国際金融などでなどで博士号博士号
取得取得がが望望ましいましい（（修士修士でもでも応募可応募可））

英語力英語力英語力英語力
職務経験職務経験がなくてもがなくても応募可能応募可能



EPEP研修内容研修内容

研修期間研修期間 （（33年間年間））

EPEP研修内容研修内容

研修期間研修期間 （（33年間年間））
  地域局地域局とと機能局機能局でで各各1818ヶヶ月月地域局地域局とと機能局機能局でで各各 88ヶヶ月月

経済経済 ITIT 語学語学 マネジメントマネジメント経済経済、、ITIT、、語学語学、、マネジメントマネジメント
  スキルをスキルを学学ぶトレーニングにぶトレーニングに参加参加

ミッションへのミッションへの参加参加ミッションへのミッションへの参加参加

ミッドキャリアエコノミストミッドキャリアエコノミストミッドキャリア コノミストミッドキャリア コノミスト
（（経験者経験者））

 Ph.D.Ph.D.もしくはもしくは修士修士ででIMFIMFにに関連関連するする
職務経験職務経験  職務経験職務経験

マクロマクロ経済経済のジェネラリストのジェネラリスト

そのその他他スペシャリストスペシャリスト
貿易貿易、、キャピタルマーケットキャピタルマーケット、、
税制税制などなど税制税制などなど



そのその他他プロフェッショナルプロフェッショナルそのその他他プロフェッショナルプロフェッショナル
（（経験者経験者））

エコノミストエコノミスト以外以外のポジションのポジション
修士号以上修士号以上修士号以上修士号以上

応募応募するする職種職種でのでの実務経験実務経験応募応募するする職種職種でのでの実務経験実務経験

リサーチアシスタントリサーチアシスタント プログラムプログラム (RAP)(RAP)リサーチアシスタントリサーチアシスタント プログラムプログラム (RAP)(RAP)

 下記分野下記分野のの学士号取得者学士号取得者 (GPA(GPA 3.53.5以上以上))
経済学経済学、、コンピュータサイエンスコンピュータサイエンス、、  経済学経済学、、コンピュ タサイエンスコンピュ タサイエンス、、

  統計学統計学、、数学数学、、経営学経営学などなど

 ワシントンワシントン本部本部でで、、エコノミストのアシスエコノミストのアシス
タ トとしタ トとし 経済経済 金融金融およびおよび統計統計デ タデ タタントとしてタントとして経済経済、、金融金融およびおよび統計統計データデータ
のの調査調査、、集計集計およびおよび分析分析をを担当担当

 期間期間：：22年間年間（（延長延長なしなし）） 期間期間：：22年間年間（（延長延長なしなし））



ファンドインターンシップファンドインターンシップ プログラムプログラム (FIP)(FIP)ファンドインターンシップファンドインターンシップ プログラムプログラム (FIP)(FIP)

 マクロマクロ経済経済のの修士修士・・博士号取得者博士号取得者

 1010--1313週間週間のワシントンのワシントン本部本部でのでの
インタ ンシ プインタ ンシ プ (5(5 1010月月））  インターンシップインターンシップ (5(5--1010月月））

 リサーチプロジェクトへのリサーチプロジェクトへの参加参加

 年間平均採用人数年間平均採用人数：：4040名名
（（20092009年実績年実績：：約約5050人人））  （（20092009年実績年実績：：約約5050人人））

サマ インタ ンシップサマ インタ ンシッププログラムプログラムサマーインターンシップサマーインターンシッププログラムプログラム
IMFIMFアジア太平洋地域事務所（アジア太平洋地域事務所（OAPOAP）：東京）：東京

期間：期間： 77月から月から99月までの月までの66週間～週間～88週間週間

募集時期：募集時期： 33月月 44月月募集時期：募集時期： 33月月-- 44月月
内容：内容： 有給インターンシップ有給インターンシップ

職種：エコノミスト 広報職種：エコノミスト 広報 ((各各11名）名）職種：エコノミスト、広報職種：エコノミスト、広報 ((各各11名）名）

応募資格・応募方法応募資格・応募方法

 大学院生（修士課程）大学院生（修士課程） 大学院生（修士課程）大学院生（修士課程）

 エコノミストインターン：修士レベルの経済の知識エコノミストインターン：修士レベルの経済の知識

 広報インターン：国際機関で働くことに興味のある人広報インターン：国際機関で働くことに興味のある人機機

応募書類応募書類 ※※OAPOAPのウェブサイトに掲載のウェブサイトに掲載

 履歴書履歴書

 指導教官の推薦状指導教官の推薦状



JapanJapan--IMF IMF スカラシップ・プログラムスカラシップ・プログラムJapaJapa スカラシップ プ グラムスカラシップ プ グラム
（（JISPJISP奨学金）奨学金）

博士号取得のための日本博士号取得のための日本--IMFIMF奨学金プログラム奨学金プログラム

海外でマクロ経済学博士号を目指す日本人を対象とした海外でマクロ経済学博士号を目指す日本人を対象とした22年間の奨年間の奨
学金制度（日本政府が資金を提供）学金制度（日本政府が資金を提供）学金制度（日本政府が資金を提供）学金制度（日本政府が資金を提供）

全ての全てのJISPJISP奨学生は、学業終了後、奨学生は、学業終了後、IMFIMFの採用試験の採用試験全ての全てのJISPJISP奨学生は、学業終了後、奨学生は、学業終了後、IMFIMFの採用試験の採用試験

に応募することが求められるに応募することが求められる

奨学金の支給範囲奨学金の支給範囲

 学費全額学費全額

 医療保険医療保険

 月々の生活手当及び年間の書籍購入手当て月々の生活手当及び年間の書籍購入手当て

 特定の旅費特定の旅費

ププ 有給夏季インターンシップ有給夏季インターンシップ

JapanJapan--IMF IMF スカラシップ・プログラムスカラシップ・プログラムJapaJapa スカラシップ プ グラムスカラシップ プ グラム
応募資格応募資格

日本国民であること日本国民であること

博士号を博士号を3434歳までに取得できること歳までに取得できること博士号を博士号を3434歳までに取得できること歳までに取得できること

海外の大学のマクロ経済博士課程に在学中、海外の大学のマクロ経済博士課程に在学中、

もしくは同過程に入学申請中の者もしくは同過程に入学申請中の者もしくは同過程に入学申請中の者もしくは同過程に入学申請中の者

博士課程への進学前、または博士課程への進学前、または22年目の課程の開始前年目の課程の開始前

であること（例外的に、同課程であること（例外的に、同課程33年目の申請者には、年目の申請者には、

11年の奨学金支給が検討される場合もあります）年の奨学金支給が検討される場合もあります）

詳細は、カタログをご覧ください詳細は、カタログをご覧ください

応募方法応募方法

www.iie.org/jispwww.iie.org/jisp



IMFIMFウェブサイトウェブサイト
日本語ウェブ
サイトへの
リンクリンク
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IMFアジア太平洋地域事務所（OAP)

OAPOAPのの主主なな活動活動
英語ページへのリンク

 地域地域のの経済経済・・金融動向金融動向のの
モニタリングモニタリング

 地域統合地域統合・・地域協力地域協力のの
進展状況進展状況やや課題課題のの分析判断分析判断進展状況進展状況やや課題課題のの分析判断分析判断

 対外活動対外活動とと能力強化能力強化

 地域地域におけるにおけるIMFIMF本部活動本部活動
のの促進促進
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Q&AQ&AQ&AQ&A
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